學びの感激[footnoteRef:1] [1:  『京城日報』1940年9月19日] 

香山光郎

舊 (きう)八月の十五夜 (や)は東の空 (そら)に雲 (くも)がかゝつてゐて、時々滿 (まん)月の姿 (すがた)を隱 (かく)してゐた。龍 (りゅう)頭 (とう)町と云 (い)へば清凉 (れう)里 (り)に近い場末であるが、貧 (まづ)しい家々にも月は照 (て)つてゐて、電燈 (とう)の光の下に夕食 (しよく)を濟 (す)ましての團 (だん)欒の影 (かげ)法師が汚 (よご)れた障 (せう)子に映つてゐた。
僕 (ぼく)はこの町で今夜 (や)行はるべき女子夜 (や)学の修 (しう)了 (れう)式 (しき)を見るべく狭い路地 (じ)に杖 (つゑ)を曳いた。
古い見 (み)すぼらしい校舎 (しや)ではあるが、明々と電燈 (とう)がついて居つて、十五夜 (や)と晴 (は)れの卒 (そつ)業 (げう)式 (しき)とが一緒 (しよ)に來たといふので、晝間の職 (しよく)場の疲 (つか)れを忘 (わす)れて新しい物を着飾 (かざ)つた若い婦 (ふ)人や女の子たちが、庭 (には)や入口 (くち)に集つてゐたり、窓 (まど)から顔 (かほ)を出してゐたりすると、大層 (そう)賑 (にぎ)やかに見えて嬉 (うれ)しかつた。
「これから式 (しき)が始 (はじ)まります。皆 (みな)さん着席 (せき)して下さい」
と、男の教 (けう)員と女の教 (けう)員が觸 (ふ)れ廻 (まは)ると、卒 (そつ)業 (げう)生たちは瞬 (またた)く間に式 (しき)場へと消えた。
式 (しき)場といふのは教 (けう)室 (しつ)で、黑板のところに幕 (まく)を張つて、大型 (がた)の日章 (せう)旗 (き)を飾 (かざ)りその前にテーブルが一脚 (きやく)置 (お)かれ、その左右に來賓席 (ひんせき)と職 (しよく)員席 (せき)、そして生徒 (と)たちはいづれも白足袋を履いて氣を付けの姿勢で、ぎつしりと云 (い)つていゝ程、然しちやんと間隔 (かく)正しい列 (れつ)を作つて並 (なら)んでゐたが、皆 (みな)の顔 (かほ)は喜びに輝 (かゞや)いてゐた。机 (つくえ)も腰 (こし)掛も皆 (みな)除けてしまつて、床は真白に拭き清められて迚も整然としてゐる。これが一丁字 (じ)も知らず、挨拶 (あいさつ)の仕方も知らなかつた無教 (けう)育 (いく)の婦 (ふ)女子で、三ケ月百五十時間の教 (けう)授 (じゆ)と訓 (くん)練 (れん)を受 (う)けた人たちなのである。その百五十時間といふのは、彼 (かれ)等が一生涯 (がい)における教 (けう)育 (いく)の全體 (たい)なのだ。
「敬 (けい)禮 (れい)」
「宮 (きう)城に向 (むか)ひ奉り最敬 (けい)禮 (れい)。直れ」
までは大して驚 (おどろ)かなかつたが、
「君 (きみ)が代合唱 (せう)」
で六十五名の婦 (ふ)女子が實に鮮 (あざや)かに國歌 (か)を歌 (うた)つたのには、實に感 (かん)激 (げき)せざるを得なかつた。「まんまるいお月様のやうに輝 (かゞや)いて下さい」といふ設立者側 (がわ)の訓 (くん)辭 (じ)があつて、卒 (そつ)業 (げう)生代表に修 (しう)了 (れう)証 (せう)授 (じゆ)與 (よ)があつた。代表といふのは朝鮮 (せん)髪 (かみ)に結つた二十四五の家庭 (てい)婦 (ふ)人で、その歩きつぷり、禮 (れい)の仕方、証 (せう)書を受 (う)けて下がる作法など立派 (ぱ)なものであつた。
「いましばらくしたら、皆 (みな)さんの弟や妹や、お子さん方は皆 (みな)学校へはいれます。義 (ぎ)務 (む)教 (けう)育 (いく)が実施されるのです。それから皆 (みな)さんの弟たちや男の子たちは病 (べう)弱 (じやく)でない限り、皆 (みな)お國のために兵隊 (たい)さんになるのです、徴 (てう)兵と申すものです、正しい妻 (つま)になり母になつて、陛下からお預 (あづ)かりしたお子さま方を立派 (ぱ)に育 (そだ)てて上げて下さい。よいことさへして居れば、神さまは必らず吾々によいことをして下さるのです」
という意味 (み)の來賓 (ひん)からの祝 (しゅく)話 (は)があつて、最後に僕 (ぼく)を驚 (おどろ)かしたのは、彼 (かれ)等が君が代と同様の鮮やかさを以て「海行かば」を唄 (うた)ひ除けることであつた。
式 (しき)を閉じて教 (けう)員は、
「階 (かい)上に、卒 (そつ)業 (げう)生達の催のて (ママ)謝 (しや)恩 (おん)會があります。茶菓 (くわ)を差上げることになつて居ります」と云 (い)つて吾々を二階 (かい)に案 (あん)内した。二階 (かい)も實に綺麗に掃 (はき)淨 (ゝよ)められてゐる。机 (き)上に白い洋紙を五寸角 (かく)位 (くらい)に切つて、菓 (くわ)子皿や茶 (ちや)碗の敷物にし、そして、同じ大きさの紙切れで菓 (くわ)子や茶 (ちや)碗が覆 (おゝ)はれてゐた。その細かい心遣ひも嬉 (うれ)しかつた。
よく沸いた麦 (むぎ)茶 (ちや)が注 (そゝ)がれると、先刻 (こく)の級 (きう)総 (そう)代が謝辭 (じ)を述べた。紙切を手に持つて朗読してゐるのであつたが、発音 (おん)も中々正確 (かく)であつた。それは先生に書いて貰 (もら)つたものらしく難しい言葉もあつて、二三ケ所淀 (よど)むところがあつたのも微笑ましかつた。假令まずくても、自分のことばで謝辭 (じ)を述 (の)べてほしかつた。しかし、僅 (わづ)か百五十時間の教 (けう)育 (いく)である。それでよくこれだけの知識 (しき)と訓練 (くんれん)が得られたものだと感 (かん)嘆 (たん)せざるを得ない。
「如 (い)何ですか、御感 (かん)想 (そう)は？」
と設立者の野村弘遠氏に訊かれて僕 (ぼく)は、
「全く驚 (けう)異 (い)と感 (かん)激 (げき)です。皆 (みな)文 (ぶん)化 (くわ)人の風格 (かく)を備 (そな)へてゐるではありませんか」
と云つた僕のことばは、決して□□ではないと思 (おも)ふ。
これらの生徒 (と)たちは、三ケ月の訓練 (くんれん)の内に、内地式 (しき)の禮 (れい)儀 (ぎ)作法にも馴 (な)れ國語 (ご)で日常 (ぜう)の會話が出來、ラヂオ體 (たい)操 (そう)も覺 (おぼ)え、算 (さん)術 (じゆつ)も掛算 (さん)まで學んだのださうである。
「始 (はじ)めの中は喧 (けん)嘩 (くわ)をするものもありましたがね。反省 (はんせい)の訓練 (くんれん)をしたので、後の半分は喧 (けん)嘩 (くわ)がなくなりました」
これは擔 (たん)任 (にん)の先生の説明であつた。
これから生徒 (と)たち同志 (ママ)のお別れの茶話會があるといふので、私達は席 (せき)を外 (はづ)したのであるが、卒 (そつ)業 (げう)生たちが玄 (げん)關や門 (もん)のところまでついて來て丁寧 (ねい)に腰 (こし)を曲め
「ありがたうございました、さやうなら」
と國語 (ご)で別れの挨 (あい)拶 (さつ)をいつて呉 (く)れた。何と眞心籠 (こも)つた「さやうなら」であらう。願 (ねが)はくば彼 (かれ)等の上に幸 (さち)あれ。
[bookmark: _GoBack]因 (ちなみ)に、これは野村弘 (こう)遠氏を會長とする國民 (みん)訓 (くん)練 (れん)會が昨年から始 (はじ)めた夜 (や)學運 (うん)動の一つで、現在 (ざい)京城府 (ふ)内では十六ケ所やつてゐるさうである。小學校の校舎 (しや)を借り、教 (けう)員に月三十圓の手當を支給するのであるが、一學級 (きう)一期 (き)三ケ月間の總 (そう)經 (けい)費 (ひ)百圓で、その經 (けい)費 (ひ)百圓は野村會長自辧 (べん)と聞いた。各地の有 (ゆう)志 (し)は野村氏に倣 (なら)つてほしいものである。（『京城日報』1940年9月19日）
